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〈編集後記〉 
 今回は柴田研究参与と嶋根研究員の新旧の社会学者による論稿をお届け致します。猛暑の中
でのご執筆に、編集員としてまずは感謝、感謝です。 
 柴田氏の論稿は、4 月号（月報 No.610）の掲載に続く、後半部分です。相変わらずの手堅い
分析方法で、東予 4 市の都市連関まで導き出しておられます。少し抱く疑問点は、この都市連
関は、通勤・通学といったフローのデータで処理されたもので、本論のほとんどはストック的
なデータ（産業、労働力、生活環境など）の分析が中心故、ほんの少し違和感を覚えます。も
う少し鮮明な結論を追及するのならば、絞り込んで住友系企業の労働者のフローデータを分析
することも一案であるかもしれません（その種のデータ入手の困難さはあるでしょうが）。 
 もう一つ。本稿は「東予 4 都市の社会構造並びに都市構造」解明が目標かと考えますが、そ
れらの構造の提示が少しばかり弱いように思えます。好き勝手なことを言って申し訳ありませ
ん。 
 嶋根所員の論稿は、できたてほやほやのものです。つまり、この 7 月の世界社会学会議（横
浜市で開催）の報告に基づいているからです。葬儀儀礼の変化から、社会変動の実態を解明し
ようとする意欲的な嶋根論文は、きわめて明瞭であります。しかし明瞭であるが故に、素人の
私にはささいな疑問がただ一つ。それは、伝統的な葬儀を支える相互扶助が、経済的発展（GDP
上昇）によって必ず低下するのだろうか、といった素朴な疑問です。個人レベルの「家族観」
「世界観」「死生観」といったものはどうなのだろうか。また最近、日本において無縁墓が増え
ているといった報道がありますが、背景には少子高齢化や未婚化といった社会状況の変化も垣
間見えます。このような社会的状況の詳細な分析は必要ないのでしょうか。勝手なことを一方
的に述べて申し訳ありません。 
 最後に、8 月下旬の「三陸の夏季実態調査」を楽しみにしながら、ペンを置きます。 
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